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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
明
る
く
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、

三
年
に
一
度
の
富
岡
八
幡
宮
例
大
祭
を
は
じ
め
連

合
町
会
主
催
の
数
々
の
行
事
に
ご
協
力
を
頂
き
、

滞
り
な
く
且
つ

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
過
去
の
バ
ブ
ル
経
済
破
綻
に
よ
る
、

い
わ
ゆ
る
失
わ
れ
た
十
年

と
い
わ
れ
る
大
不
況
の
傷
跡
も
よ
う
や
く
癒
え
て
、

日
本
の
経
済

も
順
調
に
回
復
し
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
、

過
去
に
例
の
な
い
空

前
の
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
生
活
物
資
の
価
格
暴
騰
ま
た
、

米
国

発
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
破
綻
に
よ
る
全
世
界
的
な
金
融
恐

慌
、

企
業
倒
産
、

大
不
況
等
な
ど
、

平
成
二
十
一
年
の
船
出
も
大

変
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
箱
崎
町
も
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、

ま
す
ま
す

町
内
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
な
時
代
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

幸

い
な
こ
と
に
、

大
災
害
が
発
生
し
た
時
に
備
え
て
近
隣
企
業
と
の

連
携
、

協
力
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

中
央
区
の
防
災
組
織

と
の
補
完
と
し
て
、

大
変
心
強
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
又
、

都
立
日
本
橋
高
校
の
移
転
も
今
年
三
月
に
迫
り
、

高
校
施

設
の
再
利
用
、

校
庭
の
一
部
返
還
に
伴
う
箱
崎
公
園
の
改
修
工
事

な
ど
も
目
前
に
迫
っ

て
お
り
ま
す
。

箱
崎
の
中
で
最
も
緑
の
深

い
、

歴
史
あ
る
こ
の
公
園
が
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
も
の
に

な
り
ま
す
よ
う
、

強
い
関
心
と
期
待
を
持
っ

て
見
守
っ

て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 
お
年
よ
り
も
、

子
育

て
中
の
若
い
方
達
も
共

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
作
り
の
た
め
に
、

行

政
、

近
隣
企
業
、

町
内

の
皆
様
、

今
年
も
絶
大

な
る
ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
元
旦

　
箱
崎
北
新
堀
町
会

　
　
会
長
　
大
塚
英
一

　
箱
崎
二
・
三
町
会

　
　
会
長
　
田
中
康
裕

　
箱
崎
町
箱
四
町
会

　
　
会
長
　
山
岸
　
博

第
三
十
五
回

　
　
　
子
供
餅
つ
き
大
会

　
冬
の
寒
空
に
も
め
げ
ず

 
　
 
晴
天
の
下
盛
大
に
！

　
昨
年
十
二
月
七
日
（

日
）

恒
例
と
な
っ

た
、

日
本
橋
三
の
部
町
会
連
合
会
主
催
の

「

子
供
餅
つ
き
大
会
」

は
寒
空
の
中
、

人
形

町
商
店
街
前
の
大
通
り
を
半
分
通
行
止
め
に

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
水
天
宮
様
駐
車
場
で
の
米
と
ぎ
か

ら
始
ま
り
、

当
日
早
朝
か
ら
会
場
の
設
営
、

ボ
イ
ラ
ー

の
準
備
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
餅

つ
き
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
中
野
耕
佑
連
合
町
会
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、

矢
田
中
央
区
長
、

立
石
都
議
、

日
本
橋

消
防
所
長
、

有
馬
・
日
本
橋
小
学
校
校
長
先

生
の
紹
介
の
後
、

来
賓
、

各
町
会
長
に
よ
り

水
天
宮
様
奉
納
の
鏡
餅
を
つ
き
上
げ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、

十
五
町
会
の
合
計
十
八
臼
に
よ

り
五
千
四
百
食
（

餅
米
５
７
０
キ
ロ
）

の
お

餅
を
各
町
会
で
威
勢
よ
く
つ
き
始
め
ま
し

た
。

子
供
た
ち
も
大
人
た
ち
も
皆
ん
な
で

ペ
ッ

タ
ン
コ
！
　
各
テ
ン
ト
よ
り
威
勢
の
良

い
掛
け
声
が
上
が
り
、

楽
し
い
一
日
で
し

た
。

　
地
区
委
員
会
の
実
行
委
員
と
各
町
会
の
役

員
の
皆
様
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

又
、

次
回
も
よ
ろ
し
く
。

箱箱箱箱
崎崎崎崎
のののの
更更更更
なななな
るるるる
発発発発
展展展展
をををを
願願願願
っっっっ
てててて
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箱
四
町
会
の
表
通
り
が

　
　
　
並
木
道
に
な
り
ま
す

　
中
央
区
道
の
清
洲
橋
北
詰
信
号
か
ら
箱
四

町
会
の
隅
田
川
大
橋
北
詰
信
号
ま
で
が
改
修

工
事
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
Ａ
の
地
域
で
す
が
、

来
年
度
に
は

Ｂ
の
箱
四
町
会
地
域
が
工
事
に
入
り
ま
す
。

こ
の
通
り
の
両
側
歩
道
部
分
が
五
十
セ
ン
チ

ず
つ
拡
が
り
ま
す
。

そ
の
分
車
道
が
一
メ
ー

ト
ル
狭
く
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
歩
道
の
パ
イ
プ
ガ
ー

ド
レ
ー

ル
が

緑
の
フ
ェ

ン
ス
に
な
り
、

七
メ
ー

ト
ル
間
隔

に
木
が
植
え
ら
れ
て
並
木
道
と
成
る
予
定
で

す
。

そ
こ
で
、

箱
四
町
会
で
は
並
木
に
何
を

植
え
て
も
ら
う
か
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
色
々
な
希
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

箱
崎

の
表
通
り
で
す
か
ら
、

素
敵
な
並
木
通
り
に

し
た
い
も
の
で
す
。

箱
四
町
会
へ
二
十
万
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　
助
成
金

東
京
都
の
「
地
域
の
底
力
再
生
事
業
」

　
箱
崎
町
で
も
高
齢
者
が
多
く
な
り
、

一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ

い

ま
す
。

　
箱
四
町
会
で
は
少
し
で
も
暮
ら
し
良
い
町

造
り
の
一
環
と
し
て
「

箱
四
町
会
ふ
れ
あ
い

福
祉
委
員
会
」

の
皆
さ
ん
が
大
活
躍
を
し
て

い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
見
守
り
と
災
害
時
の

救
急
活
動
の
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
さ
ん
と
の
防
災
訓
練
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

 
箱
崎
公
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

飾
り
に

は
東
京
都
の
「

地
域
の
底
力
再
生
事
業
」

の

助
成
金
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

箱
崎

町
三
ヶ

町
と
日
本
橋
法
人
会
の
皆
様
の
御
協

力
を
頂
き
、

子
供
達
と
お
年
寄
り
の
参
加
を

募
り
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
き
め
細
や
か
な
日
常
的
な
「

お
年
寄
り
見

守
り
活
動
」

は
、

必
ず
地
域
の
底
力
の
再
生

に
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
東
京
都
か
ら
の
助
成
金
を
有
効
活

用
し
て
、

下
町
ら
し
い
人
情
味
の
有
る
箱
崎

町
再
生
を
進
め
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

箱
崎
Ｓ
Ｃ

 
 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
部
へ
の
挑
戦
！

　
緊
迫
し
た
空
気
を
切
り
裂
く
よ
う
に
セ

ン
タ
ー

深
く
高
々
と
上
が
っ

た
ボ
ー

ル
を

み
ん
な
が
目
で
追
っ

た
。

　
１
部
昇
格
を
か
け
た
平
成
二
十
年
中
央

区
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
２
部
準
々
決

勝
、

対
戦
相
手
は
大
半
が
つ
い
こ
の
間
ま

で
高
校
球
児
だ
っ

た
平
均
年
齢
ア
ン
ダ
ー

二
〇
の
強
豪
チ
ー

ム
。

対
す
る
我
々
、

箱

崎
Ｓ
Ｃ
は
大
半
が
オ
ー

バ
ー

四
〇
。

分
が

悪
い
の
は
試
合
前
の
整
列
で
み
ん
な
が
感

じ
て
い
た
は
ず
だ
。

　
し
か
し
や
っ

て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
、

そ
こ
が
ス
ポ
ー

ツ
、

特
に
ボ
ー

ル

ゲ
ー

ム
の
お
も
し
ろ
さ
だ
。

　
２
部
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
試
合
に
し
て

は
、

珍
し
く
守
り
合
い
の
ゲ
ー

ム
だ
っ

た
。

箱
崎
Ｓ
Ｃ
の
プ
レ
ー

は
気
迫
に
満
ち

て
い
た
。

火
が
噴
く
よ
う
な
打
球
を
身
体

で
止
め
た
。

届
か
な
そ
う
な
飛
球
を
倒
れ

込
み
な
が
ら
掴
ん
だ
。

　
最
終
回
の
守
り
七
対
五
、

箱
崎
Ｓ
Ｃ
が

二
点
の
リ
ー

ド
。

二
ア
ウ
ト
を
取
っ

た
も

の
の
、

ラ
ン
ナ
ー

一
・
二
塁
。

迎
え
る
の

は
相
手
四
番
打
者
。

あ
と
ア
ウ
ト
一
つ
。

こ
の
打
者
さ
え
打
ち

取
れ
ば
ゲ
ー

ム
セ
ッ

ト
、

１
部
昇
格
だ
。

逆
に
ホ
ー

ム
ラ
ン
を

打
た
れ
れ
ば
サ
ヨ
ナ

ラ
負
け
。

　
箱
崎
Ｓ
Ｃ
に
は
苦

い
経
験
が
あ
る
。

一

昨
年
秋
の
大
会
で

最
終
回
七
点
の
リ
ー

ド
、

守
れ
ば
勝
ち
の
試

合
を
大
逆
転
さ
れ
た
。

１
部
昇
格
の
壁
だ
っ

た
。

そ
ん
な
思
い
が
一
瞬
み
ん
な
の
頭
を
よ

ぎ
っ

た
。

　
相
手
四
番
打
者
は
渾
身
の
力
を
込
め
て

ボ
ー

ル
を
叩
い
た
。

打
球
は
大
き
な
弧
を
描

き
セ
ン
タ
ー

深
く
飛
ん
で
い
く
。

セ
ン
タ
ー

が
み
ん
な
の
願
い
を
背
負
い
ボ
ー

ル
を
追

う
。

一
瞬
の
静
寂
、

誰
も
が
声
を
忘
れ
勝
敗

を
分
け
る
最
後
の
打
球
を
見
守
っ

た

　
ボ
ー

ル
が
グ
ラ
ブ
に
収
ま
っ

た
瞬
間
、

み

ん
な
子
供
の
よ
う
な
笑
顔
で
思
い
切
り
喜
ん

だ
。

遂
に
チ
ー

ム
結
成
か
ら
の
目
標
で
あ
る

１
部
昇
格
、

５
度
目
の
挑
戦
だ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
箱
崎
Ｓ
Ｃ
　
宮
田
二
郎
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はこざき新聞編集部から
新年の挨拶です。

　
久
松
犯
罪
抑
止
隊
結
成

　
昨
年
十
月
十
六
日
、

久
松
警
察
署
に
於
い

て
、

久
松
防
犯
協
会
・
犯
罪
抑
止
隊
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
高
野
亨
士
さ
ん
、

隊
長
に
小
笠
原

公
冶
さ
ん
、

隊
員
に
は
久
松
、

人
形
町
、

蛎

殻
町
、

箱
崎
町
の
各
町
会
か
ら
多
く
の
方
が

参
加
し
て
い
た
だ
き
、

総
勢
三
十
五
名
で
発

足
し
ま
し
た
。

　
結
成
式
の
後
、

す
ぐ
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
班
に

分
か
れ
、

箱
崎
町
か
ら
久
松
町
に
む
け
て
パ

ト
ロ
ー

ル
を
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ

て
「

振
り
込
め
詐
欺
」

に
会
わ
な
い
よ
う
，
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
来
た
お
客
さ

ん
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
道
路
の
路
地
で
は
、

ラ
イ
ト
を
点
け
て
不

振
な
人
が
隠
れ
て
い
な
い
か
点
検
し
て
回
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、

歳
末
に
向
け
て
計
四
回

の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
犯
罪
の
無
い
世
の
中
の
す
る
た
め

に
し
っ

か
り
と
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
、

市
民
の

安
全
を
図
り
た
い
思
っ

て
い
ま
す
。

「
長
い
間

 
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

 
 

東
京
都
立
日
本
橋
高
等
学
校
長

　
　
 
 
 
 
 
 
八
戸
 
伸
二

　
東
京
都
立
日
本
橋
高
校
は
、

一
九
四
〇

（

昭
和
十
五
）

年
に
府
立
第
七
中
学
校
＝

現
在
の
都
立
墨
田
川
高
校
に
開
設
事
務
所

を
置
き
、

東
京
府
立
十
七
中
学
校
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

一
九
四
二

（

昭
和
十
七
）

年
東
京
府
立
葛
飾
中
学
校

と
改
称
し
、

戦
争
中
の
混
乱
の
中
で
一
九

四
四
（

昭
和
十
九
）

年
四
月
に
現
在
の
旧

箱
崎
小
学
校
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

以

来
六
十
四
年
間
、

こ
の
箱
崎
の
地
で
大
変

長
い
間
、

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
お
よ
そ
一
万
人
の
生
徒
が

卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。

一
九
四
八
（

昭

和
二
十
三
）

年
に
は
夜
間
定
時
制
を
設
置

し
ま
し
た
。

そ
の
定
時
制
も
一
九
八
四

（

昭
和
五
十
九
）

年
に
は
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

一
九
九
〇
～

九
一
（

平
成
二
～

三
）

年
の
二
年
間
に
は
西
側
新
校
舎
を
大

規
模
改
修
し
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
校
庭
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
一
面
、

体
育
館
は
小
学
校
よ
り
も
若
干

大
き
い
体
育
館
で
し
た
。

一
学
年
４
学
級

で
し
た
が
、

高
等
学
校
に
し
て
は
あ
ま
り

に
も
狭
隘
校
舎
で
あ
っ

た
た
め
に
以
前
か

ら
校
地
拡
充
の
要
望
を
東
京
都
に
提
出
し

て
き
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
他
の
都
立
高

校
規
模
の
校
地
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、

二
〇
〇
八
年
末
を
も
っ

て
都
立
向
島

商
業
高
校
跡
地
に
校
名
は
そ
の
ま
ま
に
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
年
間
か

け
て
大
改
修
し
た
新
校
舎
も
ま
も
な
く
工

事
を
終
わ
り
、

あ
と
三
ヶ

月
で
移
転
し
ま

す
。

　
近
隣
の
方
々
は
本
校
の
変
遷
を
身
近
で

見
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

生
徒
が
荒
れ
て
い

て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。

今
、

一
・
二
年
生
に
は
制
服
を
制

定
し
茶
髪
を
な
く
す
指
導
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、

十
一
月
末
に
は
入
試

の
不
正
操
作
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
じ
ら
れ
ま

箱
崎
三
ヶ
町
連
合
の

　
　
正
副
町
会
長
会
議
開
催

　
箱
崎
の
三
町
会
で
は
こ
れ
迄
、

度
々
三
ヶ

町
の
正
副
町
会
長
が
一
堂
に
会
し
て
地
域
の

色
々
な
こ
と
を
協
議
相
談
し
て
来
ま
し
た
。

　
前
回
は
昨
年
十
月
九
日
に
箱
崎
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
ー

ル
ー

ム
で
開
催
し
、

お
祭
り
の
反

省
、

も
ち
つ
き
大
会
、

区
道
の
改
修
、

日
本

橋
高
校
移
転
後
に
つ
い
て
、

箱
崎
公
園
改
修

等
々
い
ろ
い
ろ
と
協
議
を
し
ま
し
た
。

こ
の

三
ヶ

町
正
副
町
会
長
会
議
の
場
を
箱
崎
環
境

対
策
協
議
会
と
し
て
「

町
も
企
業
も
伸
び
る

箱
崎
」

を
提
唱
し
て
、

住
み
良
い
町
造
り
に

向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「

は
こ
ざ
き
新
聞
」

も
そ
の
活
動
の
ひ
と

つ
で
す
。

年
に
二
回
の
発
行
で
す
が
、

地
域

の
皆
さ
ん
に
箱
崎
の
現
状
と
問
題
点
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
発
展
の
た
め
に
皆
様
の

ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
央
区
観
光
検
定
が

　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す
！

　
中
央
区
観
光
検
定
は
、

江
戸
以
来
培
わ

れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
・
伝
統
、

名
所
・

旧
跡
、

江
戸
っ

子
気
質
の
残
る
下
町
情
緒

な
ど
の
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
で
、

中

央
区
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
再
発
見

し
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
「

中
央
区
の

フ
ァ

ン
」

に
な
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
区
民
の
方
々
に
は
、

郷
土
に
対
す
る
誇
り
を
も
っ

て
い
た
だ
く

こ
と
を
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
合
格
者
の
方
に
は
、
「

合
格
証
」
「

中

央
区
観
光
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
」

が
贈
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

希
望
者
の

う
ち
、

得
点
上
位
者
の
方
に
は
一
年
間

「

観
光
協
会
特
派
員
」

と
な
り
、

学
ん
だ

知
識
を
活
か
し
て
、

観
光
振
興
の
た
め
の

中
央
区
の
「

生
」

の
情
報
を
発
信
す
る
役

割
を
担
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催
：
中
央
区
観
光
協
会

　
申
込
期
間
：

　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
四
日
（

火
）
～

　
　
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
日
（

火
）

　
募
集
人
数
：
一
〇
〇
〇
名
（

先
着
順
）

し
た
。

前
任
の
校
長
の
と
き
と
は
い
え
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、

来
年
か
ら
一
学
年
６
学
級
に
な

り
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
決
ま
っ

て

お
り
ま
す
。

体
育
施
設
等
も
充
実
す
る
こ

と
も
あ
り
、
「

社
会
性
や
マ
ナ
ー

の
指
導

に
よ
り
し
な
や
か
な
心
を
培
い
、

部
活
動

の
育
成
に
よ
り
た
く
ま
し
い
身
体
を
育
成

し
、

授
業
の
充
実
を
と
お
し
て
生
徒
の
進

路
希
望
を
実
現
す
る
」

と
い
う
方
針
を
掲

げ
て
、

あ
ら
た
な
地
で
都
民
の
子
弟
教
育

に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま

た
三
月
二
十
日
こ
ろ
か
ら
引
越
し
作
業
が

始
ま
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
開
催
日
時
：

　
　
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

（
日

）

 
　
　
　
十
時
か
ら
十
二
時

　
　
　
　
　
　
　(

試
験
は
約
九
十
分)

　
受
検
資
格
な
し
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に
、

児
童
た
ち
は
「

す
ご
い
！
」

と
や
は
り

感
動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
授
業
な
ど
に
邦
楽
の
一
つ
で
あ
る
三
味
線

が
組
ま
れ
て
い
る
学
校
も
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
で
、

児
童
に
と
っ

て
は
良
い
経
験
に
な

る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、

毎
年
二
月
に
行
わ
れ
る
『

サ
ー

ク

ル
発
表
会
』

へ
の
参
加
が
決
ま
っ

て
い
ま

す
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
一
日
（

土
）

午
後
三
時
頃
よ
り
日
本
橋
社
会
教
育
会
館
八

階
に
て
、

清
水
先
生
と
プ
レ
デ
ィ
ー

有
馬
の

三
味
線
教
室
で
稽
古
し
て
い
る
児
童
と
が
三

味
線
合
奏
を
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
是

非
観
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、

三
味
線
の
個
人
レ
ッ

ス
ン
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
大
歓

迎
で
す
。

ま
で
メ
ー

ル
を
下
さ
い
。

ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
プ
レ
デ
ィ
ー

有
馬
の
皆
川
慎
介
が
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
図
を
描
か
れ
た
方
は
箱
崎
町
に
住

み
、

旧
箱
崎
小
学
校
に
通
っ

た
女
性
の
方

で
（

旧
姓
安
藤
様
・
箱
四
生
ま
れ
）

小
学

校
の
ク
ラ
ス
会
に
出
席
さ
れ
た
と
き
、

懐

か
し
さ
の
あ
ま
り
に
遠
い
思
い
出
と
記
憶

を
頼
り
に
一
生
懸
命
に
描
か
れ
て
、

ク
ラ

ス
メ
イ
ト
に
配
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
私
は
こ
の
絵
地
図
を
見
た
と
き
、

懐
か

し
さ
の
あ
ま
り
大
変
感
動
し
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
何
と
か
残
し
て
、

友
人

や
興
味
の
あ
る
人
に
伝
え
た
い
な
と
思

い
、

思
い
当
た
る
数
人
の
方
に
応
援
を
お

願
い
し
、

書
き
残
し
部
分
の
追
加
や
修
正

を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
方
々
は
、

当

地
育
ち
で
現
在
も
こ
こ
に
居
住
し
て
い
る

方
で
八
十
歳
を
超
え
ら
れ
る
方
が
多
く
、

快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
熱
心
に
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「

こ
こ
の
家
は
何
さ
ん
と
云
っ

た
け
な
」

「

確
か
子
供
が
何
人
か
い
た
よ
な
」

「

何
屋
だ
っ

た
っ

け
」

と
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
話
が
ど
ん
ど
ん
飛

ん
で
、

作
業
が
は
か
ど
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
居
住
者
の
大
半
は
雑
多
な
職
業
を
持
つ

商
人
や
職
人
が
占
め
、

隅
田
川
沿
い
や
新

堀
川
の
周
辺
は
船
便
に
関
わ
る
倉
庫
や
問

屋
の
荷
揚
げ
保
管
場
所
、

配
送
の
基
地
と

し
て
、

東
京
で
も
有
数
の
拠
点
と
し
て
栄

え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、

二
丁
目
の
仲
通
り
は
軒
並
み
商

店
が
つ
な
が
り
、

商
店
街
の
体
を
な
し
、

毎
月
久
世
稲
荷
の
縁
日
に
は
、

湊
橋
通
り

に
夜
店
が
出
て
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
、

下
町
の
人
情
や
触
れ
合

い
、

独
特
な
慣
習
を
つ
く
り
、

大
半
が
地

方
出
身
の
人
た
ち
の
集
ま
り
な
の
に
、

隣

近
所
持
ち
つ
持
た
れ
つ
和
や
か
な
お
付
き

合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
絵
地
図
か
ら
話
が
始
ま
り
、

懐
か

し
い
昭
和
十
一
年
か
ら
十
五
年
頃
の
箱
崎

の
地
図
を
作
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

［

は
こ
ざ
き
新
聞
］

の
協
力
も
頂
き
一
応

の
形
が
出
来
て
き
ま
し
た
。

　
左
の
絵
地
図
は
、

ま
だ
未
完
成
で
は
あ

り
ま
す
が
、

近
い
う
ち
に
完
成
し
た
物
を

皆
様
に
も
お
見
せ
出
来
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
寄
稿
・
現
箱
崎
在
住
　
青
木
昭
吾

 

箱
崎
町
の
人
物
紹
介

　
今
回
は
箱
崎
北
新
堀
町
会
の
「

清
水
建
児

さ
ん
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
業
は
㈱
秀
清
堂
と
い
う
印
刷
屋
さ
ん
で

色
々
な
印
刷
物
を
作
っ

て
い
ま
す
が
（

こ
の

は
こ
ざ
き
新
聞
の
印
刷
も
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
）
、

津
軽
三
味
線
の
「

名
取
」

を
襲
名

し
て
い
る
方
な
の
で
す
。

以
前
、

夏
の
隅
田

川
納
涼
会
（

ビ
ア
ー

パ
ー

テ
ィ
ー
）

の
余
興

で
演
奏
さ
れ
、

聴
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い

ら
っ

し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

私

は
、

そ
の
荒
々
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
さ
と
ス

ピ
ー

ド
感
溢
れ
る
演
奏
に
、

一
度
聞
い
た
ら

忘
れ
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
二
十
八
年
前
の
中
学
一
年
生

の
時
に
、

母
親
の
会
社
の
周
年
記
念
で
師
匠

の
津
軽
三
味
線
の
演
奏
を
聴
い
て
、

体
に
電

気
が
走
る
ほ
ど
感
動
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ

か
ら
弟
子
入
り
し
、

学
生
時
代
は
三
味
線
漬

け
の
毎
日
を
送
り
、

大
学
時
代
に
「

名
取
」

を
襲
名
し
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
元
の
縁
か
ら
、

現
在
、

有

馬
小
学
校
の
「

プ
レ
デ
ィ
ー

有
馬
」
（

子
供

の
放
課
後
居
場
所
づ
く
り
）

で
月
一
回
で
す

が
三
味
線
教
室
の
先
生
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

教
わ
っ

て
い
る
児
童
に
聞
く

と
、

津
軽
三
味
線
に
は
譜
面
が
無
い
と
い
う

こ
と
に
び
っ

く
り
し
た
そ
う
で
す
。

ま
さ
に

師
匠
の
奏
で
る
音
色
や
強
弱
、

ス
ピ
ー

ド
を

耳
で
聞
き
分
け
、

自
分
の
頭
の
中
で
音
を

作
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、

三
味
線
に
は
芸
者
さ
ん
な
ど
が
使

う
細
棹
、

民
謡
な
ど
に
使
う
中
棹
、

義
太
夫

や
津
軽
民
謡
に
使
う
太
棹
の
三
種
類
あ
る
そ

う
で
す
が
、

津
軽
三
味
線
は
太
棹
で
撥
（

ば

ち
）

を
叩
き
つ
け
る
よ
う
に
弾
く
の
で
太
い

特
徴
的
な
音
が
出
ま
す
。

 
狭
い
教
室
で
先
生
が
演
奏
し
て
い
る
音
色

連
携
プ
レ
ー

の
後
、

消
防
団
の
指
導
で
Ａ

Ｅ
Ｄ
と
人
形
を
使
っ

た
心
肺
蘇
生
法
の
体

験
を
し
ま
し
た
。

　
担
架
訓
練
は
重
い
ダ
ミ
ー

人
形
２
体
を

そ
れ
ぞ
れ
搬
送
す
る
の
も
大
変
で
す
が
、

地
域
の
人
と
企
業
が
協
力
し
て
情
報
を
交

換
し
救
助
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
も
し
も
の
有
事
が
あ
っ

た
場
合
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
絶
対
数
は
少
な
く
、

傷
病
者
を
目

の
前
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
合
い
も
予
想
さ
れ

る
中
、

使
い
方
を
知
ら
な
い
の
は
困
り
ま

す
。

今
後
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数
は
増
え
る
よ
う
で

す
し
使
い
方
は
是
非
知
っ

て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
の
中
に
は
救

命
訓
練
を
受
け
て
い
る
方
も
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

活
用
心
肺
蘇
生
法
も
知
っ

て
い
る
よ
う
で

し
た
が
、

何
度
で
も
体
験
し
慣
れ
て
お
く

事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
さ
ん
側
の
訓
練
が
終
っ

て
も
町

会
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
メ
ン
バ
ー

は
熱
心
に
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し

た
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
避
難
訓
練
と

 
 
 
 
合
同
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
宣
夫

　
二
〇
〇
八
年
十
一
月
六
日
、

地
元
企
業
の

Ｉ
Ｂ
Ｍ
さ
ん
と
箱
崎
北
新
堀
町
会
、

箱
崎

二
・
三
丁
目
町
会
、

箱
四
町
会
の
３
町
会
合

同
防
災
訓
練
が
日
本
橋
消
防
署
、

日
本
橋
消

防
団
第
３
分
団
、

ふ
れ
あ
い
福
祉
委
員
会
の

協
力
の
も
と
、

箱
崎
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
大
災
害
時
に
企
業
の
人
た
ち
と
地

元
の
人
た
ち
が
助
け
合
い
な
が
ら
、

け
が
人

や
傷
病
者
を
救
出
す
る
と
い
う
現
実
的
な
想

定
に
よ
る
訓
練
で
、

こ
の
数
年
来
Ｉ
Ｂ
Ｍ
さ

ん
の
避
難
訓
練
の
後
に
町
会
が
参
加
す
る
形

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
町
会
の
方
々
と
箱
四
の
ふ
れ
あ
い

福
祉
委
員
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
、

ふ
れ
あ

い
福
祉
委
員
の
メ
ン
バ
ー

が
傷
病
者
（

ダ

ミ
ー

人
形
）

の
所
ま
で
案
内
を
し
て
、

Ｉ
Ｂ

Ｍ
さ
ん
の
担
架
救
助
隊
が
搬
送
す
る
と
い
う

　
箱
崎
町
の
戦
災
前
の

　
　
　
地
図
を
作
り
ま
し
た

　
戦
時
中
の
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
の
東

京
大
空
襲
に
よ
り
、

箱
崎
町
地
区
の
う
ち

旧
北
新
堀
、

箱
崎
一
・
二
・
三
丁
目
は
全

焼
し
、

町
は
一
夜
に
し
て
焼
け
野
原
と
化

し
ま
し
た
。

　
私
は
当
時
中
学
生
で
旧
北
新
堀
に
住
ま

い
、

学
徒
動
員
で
軍
需
工
場
の
石
川
島
造

船
所
で
働
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
恐
ろ
し
い
空
爆
の
悪
夢
の
一

夜
が
明
け
、

よ
う
や
く
火
災
が
収
ま
り
我

が
家
の
焼
け
跡
に
た
ど
り
着
く
と
、

周
辺

は
こ
と
ご
と
く
焼
き
尽
く
さ
れ
、

燻
ぶ
る

白
煙
の
隙
間
か
ら
正
面
に
は
焼
け
残
っ

た

永
代
橋
、

は
る
か
遠
く
深
川
方
面
、

洲
崎

か
ら
台
場
あ
た
り
ま
で
一
望
で
き
る
ほ
ど

の
焼
け
野
原
で
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
六
十
四
年
経
っ

て
過
去
の
面

影
は
す
べ
て
消
え
失
せ
、

近
代
的
な
街
並

み
に
大
き
く
変
貌
し
て
お
り
ま
す
。

　
数
年
前
、

幼
友
達
か
ら
一
通
の
イ
ラ
ス

ト
入
り
地
図
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は

旧
箱
崎
小
学
校
（

現
日
本
橋
高
校
）

あ
た

り
を
中
心
に
し
た
絵
地
図
が
克
明
に
描
か

れ
て
お
り
ま
し
た
。
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箱
崎
川
第
二
公
園
に

　
　
　
　
オ
ー
ト
バ
イ
駐
輪
場

　
平
成
二
十
年
六
月
に
施
行
の
道
交
法
改

正
に
よ
り
、

オ
ー

ト
バ
イ
違
法
駐
輪
も
取

締
り
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

箱
崎
の
街
を
見
渡
せ
ば
ま
だ
ま
だ
大
き
な

オ
ー

ト
バ
イ
が
我
が
者
顔
に
違
法
駐
輪
し

て
い
ま
す
。

東
京
都
・
中
央
区
の
遊
休
地

利
用
も
限
界
が
あ
り
、

頭
を
痛
め
て
い
ま

す
。

　
私
も
二
年
前
よ
り
こ
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

目
を
つ
け
た
の
が

高
速
道
路
下
の
利
用
で
す
。

東
京
都
・
中

央
区
に
再
三
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
公
園
使
用
と
し
て
、

首
都
高
速

道
路
㈱
か
ら
区
が
借
り
て
い
る
現
状
で

す
。

首
都
高
も
民
間
会
社
と
な
り
、

駐
輪

場
開
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
①
 
箱
崎
川
第
二
公
園
　
約
三
十
台

　
②
 
あ
や
め
公
園
　
　
　
約
三
十
台

　
日
本
橋
高
校
移
転
後
、

 
　
多
目
的
ル
ー
ム
の

　
　
　
　
地
域
利
用
に
つ
い
て

　
前
号
に
て
ご
案
内
の
通
り
、

移
転
後
東

京
都
は
「

芸
術
稽
古
場
提
供
事
業
」

と
し

て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー

プ
ン
の
予
定
で

す
。

　
平
成
二
十
一
年
改
修
工
事
を
行
い
、

平

成
二
十
二
年
オ
ー

プ
ン
の
予
定
で
す
。

運

営
形
態
を
民
間
委
託
と
す
る
た
め
、

東
京

都
へ
の
地
元
働
き
掛
け
も
複
雑
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

先
日
、

連
合
町
会
の
皆
さ
ん

と
多
目
的
ル
ー

ム
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。

ト
イ
レ
の
問
題
な
ど
改
修
の
必
要
性

は
種
々
あ
り
ま
す
。

「

地
域
利
用
」

の
働
き
掛
け
は
今
後
も
続

け
て
ま
い
り
ま
す
が
、
「

地
域
利
用
」

に

際
し
そ
の
運
営
形
態
は
、

民
間
委
託
先
な

ど
と
の
話
し
合
が
重
要
な
部
分
を
占
め
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
箱
崎
連
合
町
会
も
各
町
会
二
名
程
度
の

委
員
を
選
出
し
、

運
営
検
討
委
員
会
が
立

ち
上
が
り
ま
す
。
「

地
域
利
用
」

が
現
実

と
な
っ

た
時
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
、

児
童
ス

ポ
ー

ツ
団
体
、

趣
味
の
教
室
、

各
種
会
合

な
ど
利
用
者
も
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　
よ
り
良
い
地
元
施
設
と
な
る
よ
う
、

多

く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
中
央
区
議
　
増
渕
一
孝

箱
崎
町
箱
四
町
会

　
平
成
二
十
一
年
一
月
十
六
日
（

金
）

　
　
　
　
　
午
後
六
時
開
宴

　
　
　
　
　
タ
ー

ミ
ナ
ル
龍
鳳

箱
崎
北
新
堀
町
会

　
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
六
日
（

金
）

　
　
　
　
　
午
後
六
時
開
宴

　
　
　
　
　
タ
ー

ミ
ナ
ル
龍
鳳

箱
崎
二
・
三
町
会

　
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
六
日
（

金
）

　
　
　
　
　
午
後
六
時
開
宴

　
　
　
　
　
タ
ー

ミ
ナ
ル
龍
鳳

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

飼
い
犬
の
し
つ
け
と

 
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

 
 
 
 
に
つ
い
て

　
最
近
、

公
園
な
ど
で

ノ
ー

リ
ー

ド
に
よ
る
散

歩
や
糞
尿
の
放
置
な

ど
、

犬
の
飼
い
方
に
関

す
る
苦
情
が
保
健
所
な

ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
 
今
や
ペ
ッ

ト
は
「

家

族
の
一
員
」

で
あ
る
と

同
時
に
「

地
域
の
一

員
」

で
も
あ
り
、

ペ
ッ

ト
を
巡
る
問
題
は
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
み
、

理
解
し
認
め
合
う
関
係

を
築
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
区
で
は
「

区
の
お
知

ら
せ
」

へ
の
掲
載
、

「

犬
の
し
つ
け
方
教

室
」

や
「

ワ
ン
ワ
ン
・

マ
ナ
ー

・
ウ
ォ
―

キ
ン

グ
」

を
通
じ
て
の
普
及

啓
発
の
ほ
か
、

こ
の
た

び
新
た
に
啓
発
用
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
マ

ナ
ー

向
上
に
と
り
組
ん

で
行
き
ま
す
の
で
、

ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

 
 

中
央
区
保
健
所

 
 
 
生
活
衛
生
課

 
 
 
生
活
衛
生
係

電
話
（

３
５
４
１
）

 
 
 
 
 
５
９
３
６

日
光
江
戸
村
に

 
「
山
口
政
五
郎
頭
の
家
」

 
 
 
 
 
 
 
オ
ー
プ
ン

 
三
年
に
一
度
の
富
岡
八
幡
宮
例
大
祭
で

「

千
組
の
組
頭
」

と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て

い
る
山
口
政
五
郎
氏
が
、
「

江
戸
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
日
光
江
戸
村
」

の
中
に
『

江
戸
町
火

消
し
二
番
組
内
千
組
政
五
郎
資
料
館
』

と

『

政
五
郎
の
頭
の
家
』

を
常
設
展
示
し
て
い

る
。
 
平
成
二
〇
年
十
月
十
九
日
オ
ー

プ
ン
当
日

に
は
箱
崎
か
ら
も
多
数
が
バ
ス
で
お
祝
い
に

行
き
、

賑
や
か
に
セ
レ
モ
ニ
ー

が
挙
行
さ
れ

た
。

日
本
橋
高
校
移
転
後
の

　
　
　
　
　
　
　
諸
問
題

 
～
箱
崎
公
園
改
修
工
事
～

　
皆
様
ご
存
知
の
事
か
と
思
い
ま
す
が
、

昭
和
二
十
五
年
よ
り
東
京
都
へ
貸
し
て
い

た
日
本
橋
高
校
の
凸
部
分
が
中
央
区
に
返

還
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
に
改
修
設

計
、

平
成
二
十
二
年
に
工
事
完
了
の
運
び

と
な
り
ま
す
。

　
想
い
起
こ
す
と
現
箱
崎
公
園
は
、

住
民

の
声
が
な
か
な
か
届
か
ず
、

中
央
噴
水
と

石
積
み
等
、

完
成
後
い
ろ
い
ろ
不
満
が
出

ま
し
た
。

公
園
は
箱
崎
の
中
央
部
に
位
置

し
、

連
合
町
会
の
諸
行
事
、

子
育
て
世

代
、

近
隣
保
育
園
の
憩
い
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
日
に
は
企
業
の
皆

さ
ん
も
集
わ
れ
、

四
季
折
々
の
姿
は
私
達

に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
区
行
政
は
、

現
在
平
成
二
十
一
年

度
予
算
折
衝
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

箱
崎
連
合
町
会
と
し
て
要
望
の
取
り
纏
め

を
行
っ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
広
く
町
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お
聞
き
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
完
成
の
暁
に
は
「

箱
崎
の
オ
ア
シ
ス
」

と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
公
園
を
目
指
し
ま
す
。

連
合
渡
御
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

　
　
　
出
来
上
が
り
ま
し
た

　
昨
年
八
月
十
七
日
（

日
）

に
開
催
さ
れ

た
富
岡
八
幡
宮
連
合
渡
御
の
模
様
を
撮
影

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、

箱
崎
ま
つ
り
睦
会
で
作

成
し
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
箱
崎
の
お
神
輿
に
付
き
っ

き

り
で
撮
影
し
た
秀
作
で
す
。

　
ま
だ
数
枚
残
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、

購

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

箱
崎
ま
つ
り
睦

会
の
大
木
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
価
格
：
二
千
円

　
大
木
携
帯

　
　
　
０
９
０
―

８
５
６
３
―

６
７
８
２

囲に巨岩を配した噴水池が公園中央部にあり、
ぶらんこや砂場などの遊具も配置されてます。
木々に囲まれた、都心のちょっとしたオアシス。


